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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第88期

第１四半期累計期間
第89期

第１四半期累計期間
第88期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年６月30日

自平成29年４月１日
至平成29年６月30日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

完成工事高 （千円） 3,148,498 3,466,366 15,563,689

経常利益 （千円） 100,790 122,975 589,936

四半期（当期）純利益 （千円） 74,261 119,602 489,417

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 5,178,712 5,178,712 5,178,712

発行済株式総数 （千株） 22,375 22,375 22,375

純資産額 （千円） 15,687,917 16,577,334 16,321,511

総資産額 （千円） 22,346,815 23,190,406 26,112,963

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 3.36 5.42 22.20

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 5.0

自己資本比率 （％） 70.2 71.5 62.5

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．完成工事高には消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益は、関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式がないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（1）業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益が高水準で推移し、雇用情勢にも改善が見られるなど緩

やかな回復基調を辿りました。

当業界におきましては、橋梁事業では当第１四半期累計期間の発注量は前年同四半期を上回る結果となりました

が、年間の発注量は前事業年度並みにとどまると予想されます。鉄構事業では「首都圏一極集中」ではあるものの

鉄骨需要は極めて堅調であり、年度後半からは更に多くの大規模再開発工事の着工が見込まれます。

このような状況のもとで当社は、橋梁事業では応札案件の絞り込みを継続し、技術提案の内容強化と入札価格の

精度向上を更に推し進めることで受注量の確保に努めてまいりました。この結果、国土交通省や福岡北九州高速道

路公社からの受注に加え、自治体からの特殊大型案件の受注もあり、当第１四半期累計期間の受注高は前年同四半

期の実績を大きく上回りました。一方鉄構事業では、数少ない在阪地区の案件を確実に受注したものの、首都圏の

案件は成約に至らず、前年同四半期を下回る結果となりました。

損益面につきましては、橋梁事業では、前事業年度からの手持ち工事が順調に推移したことに加え、当四半期中

に竣工した工事の設計変更増額もあり、利益率の改善が進みました。鉄構事業では関西圏の手持ち工事が減少した

ことに加え、契約金額の精算待ち工事もあることから利益率は低下いたしました。

なお、当第１四半期累計期間も前第１四半期累計期間に引き続き営業利益を確保しております。

当第１四半期累計期間の業績は、売上高3,466,366千円（前年同四半期比10.1％増）、営業利益40,362千円（前年

同四半期比15.8％増）、経常利益122,975千円（前年同四半期比22.0％増）、四半期純利益119,602千円（前年同四

半期比61.1％増）であります。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①　橋梁事業

橋梁事業における当第１四半期累計期間の売上高は2,610,716千円（前年同四半期比9.3％増）、セグメント利益

は63,194千円（前年同四半期はセグメント損失24,293千円）となりました。また、当第１四半期累計期間の受注高

は5,266,722千円（前年同四半期は176,574千円）となり、当第１四半期会計期間末の受注残高は19,660,490千円

（前年同四半期比35.3％増）となりました。

②　鉄構事業

鉄構事業における当第１四半期累計期間の売上高は855,650千円（前年同四半期比12.8％増）、セグメント損失

は22,832千円（前年同四半期はセグメント利益59,162千円）となりました。また、当第１四半期累計期間の受注高

は481,134千円（前年同四半期比52.6％減）となり、当第１四半期会計期間末の受注残高は5,755,332千円（前年同

四半期比103.3％増）となりました。

 

　当第１四半期会計期間末の総資産は、23,190,406千円で前事業年度末比2,922,556千円の減少となりました。その

主な要因は受取手形・完成工事未収入金の減少によるものであります。負債は、前事業年度末比3,178,379千円減少

し、6,613,071千円となりました。主な要因は短期借入金の減少によるものであります。純資産は利益剰余金とその

他有価証券評価差額金の増加により、前事業年度末比255,822千円増加し、16,577,334千円となりました。

 

（2）経営方針・経営戦略等

当第１四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略について重要な変更はありません。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、当社の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありません。
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（4）研究開発活動

　当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は、6,823千円であります。

　なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 65,600,000

計 65,600,000

　（注）　平成29年６月28日開催の第88期定時株主総会において、普通株式10株につき１株の割合とする株式併合に係る

議案が承認可決されております。これにより、株式併合の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、発行可

能株式総数が6,560,000株となります。

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 22,375,865 22,375,865
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

単元株式数1,000株

計 22,375,865 22,375,865 － －

　（注）　平成29年６月28日開催の第88期定時株主総会において、普通株式10株につき１株の割合とする株式併合に係る

議案が承認可決されております。これにより、株式併合の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、単元株

式数を1,000株から100株に変更いたします。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年４月１日～

平成29年６月30日
－ 22,375,865 － 5,178,712 － 4,608,706

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成29年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 339,000 － 単元株式数1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式 21,930,000 21,930 同上

単元未満株式 普通株式 106,865 － －

発行済株式総数 22,375,865 － －

総株主の議決権 － 21,930 －

 

②【自己株式等】

平成29年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

高田機工株式会社
大阪市浪速区難波中

２丁目10番70号
339,000 － 339,000 1.52

計 － 339,000 － 339,000 1.52

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成29年４月１日から平成29

年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

 

EDINET提出書類

高田機工株式会社(E01373)

四半期報告書

 7/15



１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金預金 3,028,202 2,918,208

受取手形・完成工事未収入金 10,843,850 7,832,423

未成工事支出金 380,125 340,421

材料貯蔵品 16,205 18,451

その他 138,794 161,868

貸倒引当金 △33,590 △24,790

流動資産合計 14,373,588 11,246,582

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物 4,312,896 4,313,083

減価償却累計額 △3,384,483 △3,397,213

建物・構築物（純額） 928,413 915,869

機械・運搬具 4,282,812 4,300,582

減価償却累計額 △3,681,476 △3,712,260

機械・運搬具（純額） 601,336 588,321

土地 5,497,508 5,497,508

その他 859,938 859,106

減価償却累計額 △798,795 △789,536

その他（純額） 61,142 69,569

有形固定資産合計 7,088,400 7,071,268

無形固定資産   

ソフトウエア 15,549 14,906

その他 8,840 8,830

無形固定資産合計 24,390 23,736

投資その他の資産   

投資有価証券 3,816,030 4,076,795

従業員に対する長期貸付金 33,652 32,301

前払年金費用 282,191 279,211

その他 564,034 529,362

貸倒引当金 △69,325 △68,852

投資その他の資産合計 4,626,583 4,848,818

固定資産合計 11,739,374 11,943,823

資産合計 26,112,963 23,190,406
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金 3,306,639 2,649,555

短期借入金 4,800,000 1,600,000

未払法人税等 122,117 20,885

未成工事受入金 553,905 1,372,887

賞与引当金 157,735 66,664

役員賞与引当金 23,000 －

工事損失引当金 187,696 186,310

その他 232,211 249,140

流動負債合計 9,383,305 6,145,442

固定負債   

繰延税金負債 260,372 315,006

退職給付引当金 127,029 131,878

その他 20,743 20,743

固定負債合計 408,145 467,629

負債合計 9,791,451 6,613,071

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,178,712 5,178,712

資本剰余金 4,608,706 4,608,706

利益剰余金 5,939,645 5,993,138

自己株式 △142,307 △142,458

株主資本合計 15,584,756 15,638,098

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 736,755 939,235

評価・換算差額等合計 736,755 939,235

純資産合計 16,321,511 16,577,334

負債純資産合計 26,112,963 23,190,406
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

完成工事高 3,148,498 3,466,366

完成工事原価 2,826,751 3,138,861

完成工事総利益 321,746 327,505

販売費及び一般管理費 286,878 287,143

営業利益 34,868 40,362

営業外収益   

受取利息 3,304 3,403

受取配当金 55,463 57,496

その他 21,029 30,058

営業外収益合計 79,797 90,959

営業外費用   

支払利息 4,186 5,872

支払手数料 6,374 244

支払保証料 1,286 1,760

その他 2,028 467

営業外費用合計 13,876 8,345

経常利益 100,790 122,975

特別損失   

固定資産売却損 13,353 －

投資有価証券評価損 11,816 －

特別損失合計 25,169 －

税引前四半期純利益 75,621 122,975

法人税、住民税及び事業税 4,000 4,285

法人税等調整額 △2,640 △911

法人税等合計 1,359 3,373

四半期純利益 74,261 119,602
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【注記事項】

（追加情報）

（株式併合及び単元株式数の変更）

　当社は、平成29年５月25日開催の取締役会において、単元株式数の変更及び定款一部変更について決議すると

ともに、平成29年６月28日開催の第88期定時株主総会において株式併合に係る議案を付議することを決議し、同

株主総会において承認されました。

 

１．株式併合及び単元株式数の変更の目的

　全国証券取引所において、「売買単位の集約に向けた行動計画」に基づき、全ての国内上場会社の普通株

式の売買単位を100株に統一するための取り組みが推進されていることを踏まえ、当社株式の売買単位であ

る単元株式数を1,000株から100株に変更することとし、併せて、当社株式の投資単位の水準を維持するとと

もに、株主の議決権数に変更が生じることがないよう、株式併合を実施するものであります。

 

２．株式併合の内容

(1）株式併合する株式の種類

普通株式

(2）株式併合の方法・比率

　平成29年10月１日付で、平成29年９月30日の最終の株主名簿に記載された株主の所有株式数を普通株式

10株につき１株の割合で併合いたします。

(3）株式併合により減少する株式数

株式併合前の発行済株式総数（平成29年６月30日現在） 22,375,865株

株式併合により減少する株式数 20,138,279株

株式併合後の発行済株式総数 2,237,586株

（注）「株式併合により減少する株式数」及び「株式併合後の発行済株式総数」は、株式併合前の発

行済株式総数及び併合割合に基づき算出した理論値です。

(4）１株未満の端数が生じる場合の処理

　株式併合の結果、１株に満たない端数が生じた場合には、会社法第235条に基づき、一括して処分し、

その処分代金を端数が生じた株主に対して、端数の割合に応じて分配いたします。

 

３．単元株式数の変更の内容

　株式併合の効力発生と同時に、普通株式の単元株式数を1,000株から100株に変更いたします。

 

４．効力発生日における発行可能株式総数

　株式併合による発行済株式総数の減少に伴い、発行可能株式総数の適正化を図るため、効力発生日（平成

29年10月１日）をもって、株式併合の割合と同じ割合（10分の１）で発行可能株式総数を減少いたします。

なお、発行可能株式総数を定める定款の規定は、会社法第182条第２項に基づき、株式併合の効力発生日

（平成29年10月１日）をもって、変更したものとみなされます。

変更前の発行可能株式総数 変更後の発行可能株式総数

65,600,000株 6,560,000株

 

５．株式併合及び単元株式数の変更の日程

取締役会決議日　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年５月25日

定時株主総会決議日　　　　　　　　　　　　　　平成29年６月28日

株式併合及び単元株式数の変更　　　　　　　　　平成29年10月１日（予定）

※　上記のとおり、株式併合及び単元株式数の変更の効力発生日は平成29年10月１日ですが、株式

の振替手続きの関係上、東京証券取引所における当社株式の売買単位が1,000株から100株に変更

される日は平成29年９月27日となります。
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６．１株当たり情報に及ぼす影響

　当該株式併合が前事業年度の期首に実施されたと仮定した場合の１株当たり情報は以下のとおりでありま

す。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成28年４月１日）
（至　平成28年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成29年４月１日）
（至　平成29年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額

（円）
33.69 54.27

（注）潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

減価償却費 50,059千円 51,110千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自平成28年４月１日　至平成28年６月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 44,080 2.0 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間末後とな

るもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年６月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 66,109 3.0 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間末後とな

るもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自平成28年４月１日　至平成28年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 橋梁事業 鉄構事業 合計

売上高    

外部顧客への売上高 2,389,631 758,866 3,148,498

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 2,389,631 758,866 3,148,498

セグメント利益又は損失（△） △24,293 59,162 34,868

　（注）　セグメント利益又は損失の合計額は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 橋梁事業 鉄構事業 合計

売上高    

外部顧客への売上高 2,610,716 855,650 3,466,366

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 2,610,716 855,650 3,466,366

セグメント利益又は損失（△） 63,194 △22,832 40,362

　（注）　セグメント利益又は損失の合計額は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額（円） 3.36 5.42

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 74,261 119,602

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 74,261 119,602

普通株式の期中平均株式数（株） 22,040,101 22,036,399

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 

平成29年８月９日

高田機工株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 川井　一男　　　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 北口　信吾　　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
る高田機工株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第89期事業年度の第１四半期会計
期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成29年４月１日から
平成29年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び
注記について四半期レビューを行った。
 

四半期財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して
四半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
 

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる
四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、高田機工株式会社の平成29年６月30日現在
の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさ
せる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 

以　上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は
当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

EDINET提出書類

高田機工株式会社(E01373)

四半期報告書

15/15


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期財務諸表
	（１）四半期貸借対照表
	（２）四半期損益計算書
	第１四半期累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

